
　

第
３
回
の
今
回
は
、
第
２
回
で
説
明
し

た
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
と
因
果
関
係

ル
ー
プ
で
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
洗
練

化
し
、
具
体
化
す
る
た
め
の
手
法
で
あ
る

シ
ナ
リ
オ
グ
ラ
フ
と
欲
求
連
鎖
分
析
に
つ

い
て
説
明
し
よ
う
。

ア
イ
デ
ィ
ア
の
洗
練
化

　

実
際
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
創
造
し
て
い
く

過
程
に
お
い
て
は
、
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
す
発
散
フ
ェ
ー
ズ
と
、
そ
の
な
か
か

ら
少
数
の
候
補
に
絞
っ
て
い
く
収
束
フ
ェ

ー
ズ
の
繰
返
し
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
発
散

と
収
束
の
繰
返
し
を
通
じ
て
、
ア
イ
デ
ィ

ア
が
洗
練
化
さ
れ
て
い
く
。
第
２
回
で
説

明
し
た
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
は
、
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
す
発
散
技
法
で
あ
る
。
一

方
、
因
果
関
係
ル
ー
プ
は
、
レ
バ
レ
ッ
ジ

ポ
イ
ン
ト
を
識
別
す
る
こ
と
で
、
重
要
な

要
素
と
な
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
み
つ
け
る
収

束
技
法
で
あ
る
。

　

シ
ナ
リ
オ
グ
ラ
フ
は
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
故
石
井
浩
介
教
授
を
中
心
と
し

た
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
手
法
で
あ
る
。

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
が
、
型
に
は
ま

ら
ず
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い
く
「
自

由
連
想
法
」
に
属
す
る
技
法
で
あ
る
の
に

対
し
、シ
ナ
リ
オ
グ
ラ
フ
は
、あ
る
型
（
ル

ー
ル
）
を
付
加
す
る
こ
と
で
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
て
い
く
「
強
制
連
想
法
」
に
属
す

る
技
法
で
あ
る
。
型
を
は
め
る
こ
と
で
、

発
想
の
広
が
り
は
犠
牲
と
な
る
が
、
あ
る

一
定
の
範
囲
で
の
発
想
は
出
し
や
す
く
な

り
、
そ
の
結
果
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
制

御
が
可
能
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
シ
ナ

リ
オ（
ス
ト
ー
リ
ー
）の
要
素
で
あ
る「
い

つ
」「
ど
こ
で
」「
だ
れ
が
」「
ど
う
し
た
」

と
い
う
各
項
目
に
つ
い
て
自
由
に
候
補
を

発
想
し
、
そ
れ
ら
の
候
補
間
を
線
（
グ
ラ

フ
）
で
つ
な
げ
る
こ
と
で
シ
ナ
リ
オ
を
つ

く
る
手
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の
４

項
目
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
５
個
ず
つ
の
候

補
を
出
し
た
場
合
、
合
計
６
２
５
通
り
の

シ
ナ
リ
オ
が
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
バ
ラ
バ
ラ
に
思
い
つ
い
た
候
補
を
強

引
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
ま
っ
た
く
想
像

し
て
い
な
か
っ
た
シ
ナ
リ
オ
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
シ
ナ
リ
オ
グ

ラ
フ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
も
う
一
度
シ
ナ
リ
オ
と
い
う
形
で
発
散

さ
せ
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
洗
練
化
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

欲
求
の
構
造
的
分
類

　

欲
求
連
鎖
分
析
は
、
筆
者
ら
の
研
究
科

に
お
い
て
開
発
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
構

造
化
す
る
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
手
法
は
、「
ど
の
よ
う
に（
Ｈ
ｏ
ｗ
）」

顧
客
に
価
値
を
提
供
す
る
か
を
明
確
化
す

る
こ
と
が
可
能
な
手
法
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
欲
求
連
鎖
分
析
は
、「
な
ぜ
（
Ｗ

ｈｙ
）」
顧
客
に
そ
の
価
値
を
提
供
す
る

の
か
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
欲
求
の
観

点
か
ら
明
確
化
し
、
そ
の
構
造
が
欲
求
を

満
た
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
手
法
で
あ
る
。
か
り
に
満
た
さ
れ
な

い
欲
求
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
ア

イ
デ
ィ
ア
の
構
造
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
た
め
、
完
全
な
構
造
と
な

る
よ
う
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
修
正
す
る
必
要
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が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
と
き
に
利
用
す
る
欲
求
の
分
類
と

し
て
は
、
質
的
分
類
と
構
造
的
分
類
の
二

つ
の
視
点
を
活
用
す
る
。
欲
求
の
質
的
分

類
に
は
、
欲
求
の
階
層
説
で
有
名
な
マ
ズ

ロ
ー
の
定
義
し
た
欲
求
の
７
分
類
（
生
理

的
欲
求
、安
全
欲
求
、所
属
と
愛
の
欲
求
、

承
認
・
自
尊
欲
求
、
自
己
実
現
欲
求
、
審

美
的
欲
求
、
認
知
・
理
解
の
欲
求
）
を
使

用
す
る
。

　

一
方
で
、
欲
求
の
構
造
的
分
類
に
は
、

欲
求
連
鎖
分
析
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
２

×
２
マ
ト
リ
ク
ス
を
活
用
す
る
（
図
表

１
）。
こ
の
２
×
２
マ
ト
リ
ク
ス
は
、
欲

求
の
「
動
作
主
」
と
「
対
象
」
と
い
う
二

つ
の
軸
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
自
分
」

と「
自
分
以
外
」の
２
項
目
を
用
意
し
た
。

従
来
の
欲
求
研
究
で
は
、お
も
に
左
側（
利

己
）
の
枠
の
み
が
着
目
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
２
×
２
マ
ト
リ
ク
ス
を
用
い
る
と
右

側
（
利
他
）
を
強
制
的
に
考
え
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
た
と
え
ば
〝
食
欲
〞
は
、

①
私
は
、
何
か
を
食
べ
た
い
（
左
上
）、

②
私
は
、
だ
れ
か
か
ら
何
か
を
食
べ
さ
せ

て
ほ
し
い
（
左
下
）、
③
私
は
、
だ
れ
か

に
何
か
を
食
べ
さ
せ
た
い
（
右
上
）、
④

私
は
、
だ
れ
か
が
だ
れ
か
に
何
か
を
食
べ

さ
せ
て
ほ
し
い
（
右
下
）、
と
い
う
四
つ

の
側
面
か
ら
表
現
で
き
る
。

　

利
己
／
利
他
、
自
力
／
他
力
か
ら
成
る

欲
求
の
分
類
方
法
を
社
会
シ
ス
テ
ム
の
分

析
に
用
い
れ
ば
、
人
や
組
織
の
欲
求
の
対

象
が
〝
自
己
〞
で
あ
る
利
己
的
欲
求
と
、

〝
他
者
〞
で
あ
る
利
他
的
な
欲
求
を
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
社
会
に
お

け
る
人
と
人
と
の
関
わ
り
合
い
が
、
ど
の

よ
う
な
欲
求
に
基
づ
く
か
を
明
確
に
可
視

化
で
き
る
。

　

欲
求
連
鎖
分
析
で
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
間
で
の
金
銭
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、

情
報
な
ど
の
や
り
と
り
が
ど
の
よ
う
な
欲

求
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
を
欲
求
の

質
の
観
点
と
欲
求
の
構
造
の
観
点
か
ら
分

析
し
、
明
確
化
を
行
う
。
明
確
化
さ
れ
た

欲
求
を
も
と
に
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
欲
求
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

図
表
２
は
、
夏
季
の
一
定
期
間
、
ボ
ル
ヴ

ィ
ッ
ク
社
が
収
益
の
一
部
を
日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
に
寄
付
し
、
そ
の
寄
付
金
を
も
と

に
同
協
会
が
ア
フ
リ
カ
に
井
戸
を
提
供
す

る
「
１
㍑ 

ｆｏ
ｒ 

10
㍑
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を

分
析
し
た
例
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
シ
ナ
リ
オ
グ
ラ
フ
の

よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
発
散
技
法
と
欲
求

連
鎖
分
析
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
構
造

化
技
法
と
を
あ
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
洗
練
化
を
行
い
、

よ
り
実
現
可
能
な
ア
イ
デ
ィ
ア
へ
と
進
化

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

￥
￥

顧客
にな
る

￥

〔図表２〕 欲求連鎖分析の例

広告会社
収益をあげたい安全 安全 安全な水が欲しい 生理

アフリカの人々

生理
unicef
アフリカの
人々を
助けたい

承認 宣伝して
ほしい

Volvic
収益を
あげたい

安全

だれかにアフリ
カの人々を助け
てほしい

生理

顧客水が
欲しい

だれかにアフリ
カの人々を助け
てほしい生理

生理

水が
欲しい

Volvicを
サポートしたい

自尊

生理

市民

￥飲料水

ＣＭ
広告

スペース

評価

井戸

欲求の
７分類

欲求の
７分類

欲求の
７分類

私は、何かを食べたい 私は、だれかに何かを
食べさせたい

生理

生理

欲
求
の
動
作
主（
自
力
は
色
付
き
、
他
力
は
白
抜
き
）

自
分（
自
力
）

自
分
以
外（
他
力
）

自分（利己的欲求） 自分以外（利他的欲求）

動作主
=対象
=自分

対象=自分 動作主

動作主=自分 対象

私は、だれかがだれかに何かを
食べさせてほしい

自分
動作主 対象

私は、だれかから何かを
食べさせてほしい

〔図表１〕 ２×２マトリクス

生理

生理生理

生理

生理

生理

生理

欲求の対象（利己は　、利他は　）

57 金融財政事情 2012． 7． 16


